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１．はじめに 

富士山が世界文化遺産登録され，富士山周辺の富

士市や富士宮市では，世界遺産維持のために，道路

景観の阻害要因である広告看板に対する規制へのニ

ーズが高まっている．しかし，規制に適合している

かを判断するには，大きさや形状などを計測する必

要があり，時間と労働を多く取ってしまうといった

課題が発生する． 

そこで本研究では，モバイルマッピングシステム

（以下，MMS）を用いて点群データを取得し，点群

データの情報から広告看板を抽出し計測することを

提案する．本研究の具体的な目的として，①点群デ

ータから広告看板の自動抽出の可能性の検討及び，

②広告看板点群データから縦横高さの計測精度の検

証を行うこととする． 

 

２．モバイルマッピングシステムの概要 

モバイルマッピングシステムとは， 3 次元レーザ

スキャナ，デジタルカメラ，GNSS（全地球航法衛星

システム）アンテナ，IMU（慣性航法装置），走行距

離計などのセンサを搭載したシステムである．レー

ザーで計測した点の位置情報や色の情報を含む 3 次

元点群データで道路及びその周辺を表現できるシス

テムである． 

 

３．広告看板の抽出方法 

 点群データから広告看板を抽出する際に，課題と

なる看板の設置方法として，建物と一体となってい

るケースが挙げられる．看板のみが設置されている

場合に比べ，建物を看板と誤認識してしまうことが

想定されるので，建物壁面の分離を行う必要がある．

そのため，広告看板に最も近い建物の壁面と広告を

対象に，既存研究１）を参考として RGB や反射強度，

RGB を変換した HSV のデータから抽出可能である

かの判断を行い，自動抽出の可能性を検討する．し

かし，自動抽出が不可能であれば，XYZ 座標による

位置情報を用いて，ソフト RiscanPro で 3 次元の様々

な角度から対象となる広告看板の点群データをトリ

ミングし，手動の抽出を行う． 

 

４．広告看板の計測手法  

広告看板の点群データから縦，横の大きさを計測

し面積を把握する際，多くの看板の特徴である四角

形を利用して，看板の端に当たる頂点を3つ選定し，

計測を行い，面積を算出する．  

さらに，先ほどの3つ頂点の中の最もX軸座標が大

きい点を選定して，Y座標とZ座標が選定した点と同

じ地面とのX軸座標差を広告看板の高さとして表す． 

 

５．ＭＭＳを用いた広告看板の点群データ取得実験   

本研究で用いたモバイルマッピングシステムは，

ニコン・トリンブル社製のMX-1とMX-8であり，そ

れらを図－１に示す．静岡県富士宮市でMX-1 (2013

年9月28日)，MX-8(2013年11月11日)を走行させ，10

枚の看板を計測対象とした．図－2に計測したデータ

の例を示す． 

 

 

 

 

 

 

図－１ MX-1 と MX-8 

 

６．分析結果 

（１）自動抽出の可能性の検討 

 MX-1，MX-8 を走行して得られた点群データから

広告看板とその背後にある建物の壁面の分離を行う
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 図－２ 計測した看板の写真と点群データの例 

ため，看板と壁面の RGB や反射強度など，HSV で

箱ひげ図を作成した．図－３に HSV を示すが，RGB

や反射強度も重なり，数値の範囲指定では，自動抽

出することが難しいことがわかった．そのため，XYZ

座標を用いて手動により抽出した広告看板の点群デ

ータを以後の分析に用いることとした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 1 箇所の看板と建物の H 値による比較 

 

（２）手動抽出による看板抽出結果 

点群データは同時に撮影したカメラの画像により，

点に色が付いている．その点を利用し，自動抽出は

困難であったが，マニュアルによる点群データから

の抽出を行った．広告看板周辺のみの点群をトリミ

ングし，広告看板の点を選定した．その後，縦と横

の計測を行い，広告看板の最も高さの低い点の Z 値

と道路面の Z 値を差し引いた値を高さとした．また，

巻尺で計測を行った実測値を合わせて，表－1 に示

し，比較した． 

表－1 各 MMS と実測値との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．考察 

表－１の比較結果から，MX-1 により取得した点群

データ看板 No.1 の横は 0.007m，看板 No.2 の横は

0.005m となった．また，MX-2 で取得した点群デー

タでは，看板 No.1 の高さが 0.001m となり，どちら

の MMS を使用しても誤差が小さいことがわかる．

しかし，No.6 と No.8 の誤差が大きくなっていること

がわかる．これらの要因としては，対象物となる広

告看板に，MMS から照射されるレーザが遮蔽物によ

り寸断されることが考えられる．また，遮蔽物がな

い環境での看板では誤差があまり生じなかった．さ

らに，点群が取得できなかった No.3 は図－４に示す

ように，隣接する看板によってレーザが遮断されて

しまい，MMS が左折する際のレーザの死角により

No.3 の点群データが取得できなかったのではないか

と推察できる． 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 点群の取得が難しい環境 

 

８．おわりに 

 本研究では RGB，反射強度などの点群データを用

いて広告看板の自動抽出手法を提案し検証した．今

回のデータでは，自動抽出する条件は定めることが

できず，手動抽出となった．その後，マニュアルに

よる抽出を行い，看板にレーザが当たらない場合を

除き，精度よく抽出できることがわかった．現在の

MMS のレーザでは，遮蔽物とレーザの死角により点

群の取得が難しい広告看板があることがわかった． 

今後の課題としては，点群データから広告看板の

自動抽出する手法を検討することや図－4 のような

交差点でも点群取得ができる手法を検討する． 
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看板 縦[m] 横[m] 高さ[m] 縦[m] 横[m] 高さ[m]

No.1 0.062 0.007 0.011 0.072 0.047 0.001

No.2 - 0.005 - - 0.019 -

No.3 - - - - - -

No.4 0.072 0.059 - - - -

No.5 - - - 0.045 0.073 0.019

No.6 - - - 0.029 0.075 0.126

No.7 0.062 0.021 - 0.051 0.012 -

No.8 - 0.069 - 0.050 0.019 0.125

No.9 0.065 0.052 0.041 - - -

No.10 0.025 0.017 0.029 - - -

MX-1と実測値の差 MX-8と実測値の差
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